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『釈摩訶衍論』に説かれ る六無明の真意

島 村 大 心

1序

『釈 論 』 は,8世 紀,東 ア ジ ア 文 明 圏 で 成 立 した とい わ れ る作 者 不 詳 の,後 世 真

言 宗 に影 響 を 与 え た ・『起 信 論 』 の 注釈 書 で あ る.そ れ は大32-623a4aで,① 明②

闇 ③ 倶 是 ④ 倶 非 ⑤ 空 ⑥ 具 足 な る六 無 明 を説 き,こ れ らを,煩 悩 即 菩 提=無 明即 明

の原 理 に よっ て,明 の 内実 と して 明 らか に して い る.こ れ を 解 明 す る こ とは,仏

教 真 理 の理 解 に資 す る処 大 で あ る.こ の うち② 闇 は,一 般 に云 う無 明 で,④ 倶 非

は,〈 無 明 即 明 な る真 如 は,明 ・無 明 とい う言 葉 で は倶 に表 せ な い(非)〉(「 言説

の依無 し」)と い う離 言 真 如 の こ と,⑤ 空 は,〈 空(悟 り ・真 如)に 於 い て は,自

性 あ る もの と して の 体 と作 用,が 成 り立 た な い こ と〉(「体用 なけれ ば即 ち空 な り」)

で あ る.⑥ 具 足 は 〈『摂 大 乗 論 』 の 説 く染 浄 二 分 依 他 性 に 対 して 無 明 が 黒 習 し,

識 別 作 用,認 識 対 象,認 識 主 体 の 三 者 が 成 立 す る こ と〉(「根本無 明は,能 く一切 の

染法 と浄法 とを生 じて増長 せ しめ るが故 に,〔 一切法 を〕具足 す る 〔もの〕 と名づ け る1)

で,『 起 信 論 』 の 説 で あ る.こ れ ら の更 に 詳 しい説 明 は,別 の機 会 を待 ち,本 稿

で は,残 され た① 明 と,③ 倶 是 を解 明 す る に と どめ る.

2① 明 と し て の 無 明

これ は 〈無 明 即 ち明 〉(=煩 悩 即菩提 の変形)と す る ・大 乗 経 典 に頻 出 す る命 題

で,こ の意 味 を 『釈 論 』 は 「無 の 五 義 」 と 「明 の 五 義 」 に分 けて 説 明 す る.

先 ず 無 の五 義 とは,下 記 の高 崎 の 真 如 理 解 に従 え ぼ,現 象 界 の 有 り方(① 「無

余」③ 「周遍 」④ 「円満」 これ らが無 とされ る理 由について は,『釈論』 は何 ら説 明 し

ないが,こ れ らの三者 の語義 か ら く一切 の制約 ・限界 の無い こと,一 切が無相 で ある こと

の 「無」 と推定 され る)な の で あ っ て,そ れ は② 「究 寛 」=真 如 な の で あ り,そ こ

で は,全 て の 事 象 が 〈無 自性=一 相=無 相=⑤「平 等」〉 と して あ り,こ れ を覚

る こ とが 根 本 無 分 別 智 ・般 若 波 羅 蜜 多 ・す な わ ち最 高 の 悟 り(究 寛覚)な の で あ
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る623a.こ こで,③ 「周 遍 」 とは,真 如 が 現 象 界 の全 て に行 き渡 って い る,と の

意 味 で あ ろ うが,こ れ は 真 如 を存 在 論 的 に表 現 した も ので あ る.真 如 の 意 味 を確

定 す る に は,経 論 か ら可 能 な 限 りの 用 例 を集 め た 上 で の 詳 細 な文 献 学 的検 討 作 業

を要 す る が,本 稿 で は 暫 定 的 に,高 崎 が提 示 した 真 如 概 念 即 ち,〈 全 て(法)が

存 在 して い る ・そ の あ るが ま まの 姿 ・あ り方 〉(「真如tatllataは,そ の ようであ ること,

よ り正確 にいえ ば,真 実 あ るご とくyathabhutamそ の とお りtathaあ るこ とで,諸 法 の法 性

dharmanamdharmata,諸 法 の真実 の あ りか たtattvasyalalcsanam,乃 至,真 実 それ 自体tattva

とも言われ,わ れわれ凡夫 の誤 った見 を離れ,仏 の智 慧 によって見 られ た もの の姿,あ り

方 をい う.」高崎1))に よ っ て理 解 す る こ と とす る.こ れ に依 れ ば真 如 とは,〈 仏 眼

に 映 じて い る ・全 て の 現 象 界 の真 実 と して の あ り方 〉 な の で あ っ て,そ こ で は

〈あ る もの は真 如 で あ り,あ る も の は真 如 で は な い 〉 とい っ た 状 況 は な く,仏 眼

に は 〈全 て の事 象 が あ るが ま まに(=真 如 として)映 じて い る〉 とい う事 態 で あ ろ

う.換 言 す れ ば,〈 全 て の 事 象 が 無 自性 な る ま ま に,無 相 ・平 等=空,な る事 態 〉

と して 覚 者 に 見 え て い る ・〈そ の あ り方 〉 を真 如 と言 っ て い る の で あ る.こ の あ

り方 は,〈 仏 眼 に写 る ・無 制 限 な る ・全 て の 事 象 の あ り方 〉 な の で あ るか ら,「 周

遍 」 と表 現 され て い る の で あ ろ う.こ の 真 如 概 念 に従 え ぼ,「 周 遍 」 とは く真 如

な る ・何 か の 実 体 物 が あ っ て,そ れ が 万 物 に 行 き渡 っ て い る〉,と い う文 字 通 り

の意 味 で は な い こ と とな る.

次に,明の 五義 とは,① 真如が全てに 「通達」(上記の③周遍④円満と同 一)し

て お り,② 覚 者 の 眼 に 〈全 て の 現 象 界 の あ りの ま まの あ り方=真 如,が 明 瞭 に曇

り無 く映 じて い る こ と〉(「顕了」),③ 覚 者 が,〈 空 な る智 慧 ・般 若 波 羅 蜜 多 ・根 本

無 分 別 智 ・三 無 性 な る智 慧=真 実 性,に よ っ て,現 象 界 全 て の あ りの ま ま の あ り

方(=真 如)を,そ の ま まに観 て い る こ と〉(「観照」)― ①② は,事 物の側か らの説明

であったが,こ れは覚者 の智 慧の側か らの説明,④ 〈全 て の 事 物 が あ りの ま ま に 覚 者

の 眼 に現 わ れ て い る(見 えてい る)こ と〉(「現 前」)― ② ③ と同内容 だが,認 識 対象 と

しての 〈事物 のあ りの ままの あ り方〉 の側 か らの説 明,⑤ 「無 擬 」 の こ と― 華 厳教学

において は,種 々 に無擬 を説 くが,こ こで は明 の内実で あ るか ら,覚 者 の智 としての無 擬

智 すなわち上記③ の意味,と 理解 して よいのではあ るまいか.

以 上 を要 す れ ば,こ こに は,現 象 界 の 事 象 の あ るが ま まの あ り方 か らの説 明 と,

覚者 の 智 が そ れ を認 識 す る側 か らの説 明,の 二種 類 が 認 め られ るが,そ こで の 事

態 と して は,上 記 の 合 計 十 の 説 明 は 全 同 な る 認 識 論 的 事 態 で あ っ て,『 釈 論 』

623bは,「 無 明 の 字 は尽 く 一切 の般 若 の 智 明 を 摂 し,具 足 円満 して 闕 失 す る と こ
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ろ無 し」(無 明即 明),「 円満 般 若 の 日は,法 界 に周 遍 して,明 に あ らざ る こ と無 し」

(一切 の俗諦 の法 は明であ る)と 説 く.

3③ 倶 是 な る 無 明

これ は,「 染 と浄 の 二 局 面 と して 成 立 す る無 明(=明)」 で あ り,『 釈 論 』619a

の 云 う望別決断,即 ち 〈無 明 即 明 とい うた だ 一 種 類 と して しか な い 無 明(=明)

が ・已覚 者 と未 覚 者 との相 違 に よ っ て ・夫 々 明(智 慧の光)と 闇 〔な る無 明 〕 と

して 現 わ れ るの だ 〉,と い う二 面 性 を も つ こ と を意 味 す る.こ れ は,思 う に,

2)(衆 生 の心)の 説 明 そ の もの で あ
って,こ こで は

次 の 二 つ の喩 で説 明 され て い る.① 極 闇 の 夜 に迦 羅 鳩 奢 那 と人 間 の 二 者 が 同 じ場

所 にい て,こ の 闇 を見 る時,前 者 は清 浄 光 明 な る色 を見,後 者 は黒 闇 の色 を見 る.

② 〈根 本 無 明 は,幻 人 の 中 に お い て は能 く幻 質 を作 し,徳 人 の中 に お いて は能 く,

徳 質 を為 す.一 を 取 るべ か らず 。 一 に 非 ざ る が 故 な り〉.こ この ② に述 べ られ る

意 味 は や や 分 か り難 い が 次 の 如 き 意 味 で あ ろ う.即 ち 根 本 無 明 は,已 覚 者(「 徳

人」)に とって は明 ・悟 りな ので あ っ て,そ こで は全 て の現 象 界 の事 象 は悟 り ・真

如 と して 現 わ れ て い る(「 徳 質 を作 す」)。 一方,幻 術 に惑 わ さ れ て い る凡 夫(「 幻

人」)は,〈 真 実 に は 自性 あ る も の と して は存 在 して い な い事 物 を,自 性 あ る存 在

物 と して顛 倒 に認 識 し,そ れ に執 着 して い る〉 の で あ る(「 幻質 を作 す」).こ の よ

う に,染 浄 二 分 依 他 性 は,已 覚 者 ・未 覚者 の 区 別 に応 じて,明 と無 明 との二 極 面

に転 換 す る もの で あ るか ら,ど ち らか 一 方 の み を正 しい と して は な らな い.こ の

両 局 面 を備 えた もの(「 非 一」)な の で あ っ て,無 明 即 明 な る 染 浄 二 分 依 他 性 は,

「事 」 が 両 局 面 と して成 立 す る(「 倶是」)・も との もの な の で あ る.

4結 語

以 上 見 て き た よ うに,『 釈 論 』 は六 無 明 に よ っ て,悟 り ・真 如 の 内実3)で あ る

とこ ろ の ・〈平 等 ・無 相 な る空(① 明な る無明),無 明 即 明(③ 倶是 な る無 明),染 浄

二 分 依 他 性 等 ・無 明 即 明 を説 明 す る原 理(③ 倶是 なる無明)〉,を 中心 と して説 明 し,

これ に加 え て,〈 離 言 真 如(④ 倶非 な る無明),無 作 用 性(⑤ 空 な る無明,⑥ 具足 な る

無明),俗 諦 の発 生 根 拠 と して の 無 明(② 闇,⑥ 具足 の無 明)〉 等,豊 富 な 内容 を説

い て い る.し か し,こ こで は,悟 り ・真 如 に お け る 〈能所 識 の 滅 な る 事 態,「 雑

乱 」 な る事 態,一 行 者 成 仏 便 一 切 衆 生 成 仏,真 如 の実 有,後 得 智 に よ る利 他 行,

無 時 間,因 果 律 の 不 成 立,無 空 間,数 量 の無 〉 等 は説 か れ ず,こ れ ら の 多 くは,
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『釈論』の他所で詳 しく説わ・れている点には留意すべきである.尚,本 稿 とは違っ

た角度から,『釈論』の無明を早川道雄 「『釈摩訶衍論』における無明解釈の特徴」

『国際仏教学大学院大学紀要』第2号 が論 じている。

1)高 崎直道訳 『宝性論 』講談社1989年398ペ ージ

2)「 唯識 思想成 立の根拠 と染浄二分依他性 ・転依 」『智 山学報 』第69号 参照

3)以 下の真如 の内実 について は,「大乗仏教 の発見 した真理の 内実」 印度学仏教 学研 究

第53巻 第55回 学術 大会紀要,及 び これ を加筆 した ・拙論 「般 若心経 の説 く空 の内実
一 『八 千頒 般若経』 による解読」二豊山教学大会紀要第33号 平成17年 「附」参照

〈キーワー ド〉 無明即 明,煩 悩即菩提,空,真 如,二 分依他性,真 如 随縁

(国際仏教学大 学院大 学 研 究生)
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cuss the "zhaihui" service and the"jiangjing" assembly, piece together and 

reconstruct the development of the "zhaijiang" usage throughout Chinese 

Buddhist history. 

90. The true meaning of six "Non-enlightenments" in the Shi-moheyan lun 

Daishin SHIMAMURA 

91. On "self ordination" in the Fanwang jing 

Kyung-mi IM 

One characteristic of Mahayana bodhisattva precepts is the idea of "self-

ordination". In the case where one has no teacher, self ordination means 

vowing to keep the Buddhist precepts personally. Although in self ordination 

the spiritual aspect is stressed, there also need to be certain conditions for it 
to take place. This characteristic is explained in the idea of "visionary expe-
rience", found in the 23rd precept of the Fanwang jing. This essay examines 
the influence of selfordination as found in the Fanwang jing, taking into ac-

count the Huayan jing and the point of view of practice. 
Visionary experience is built up through practice. In this way, the vision-

ary experience is based on practice, and the person who completes "self or-
dination" follows the influence of the Huayan jing in the Fanwang jing, hence 

bodhisattva non-regression is necessary for visionary experience. The disci-

ple of the Buddha is penitent, practices and sees the visionary experience as 

proof of ordination. Accordingly, the visionary experience found in "self or-
dination" of the Fanwang jing should be understood from the point of view 

of practice.

92.Research on the Meditation on the Lotus Sutra(法 華 三 昧)in the Tiantai

sijiao yi(天 台 四 教 儀)

Chong-nam KIM
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